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 伊豆半島の南東、静岡県河津町にある温泉旅館

「かね吉一燈庵」に招待を受けて６月１日・２日、

児童３６名、職員１０名が宿泊させていただきま

した。一燈庵の社会貢献活動として関圭宏社長に

お声をかけていただき今回で２回目の宿泊とな

りました。 

 関社長から旅館での過ごし方、注意点を聞いた

後、近くの海岸に散策に行く子や、温泉に何度も

入る子など、子どもたちはそれぞれ温泉旅館を楽

しんでいました。前回宿泊した子どもは、旅館で

どのように過ごすのか考えてきており、初めて宿

泊する子どもにそれを丁寧に教えていました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ６月３０日、静岡市で『旬 

彩処いなば』を営んでいらっ 

しゃる稲葉光由さん御一同様 

が来園してくださいました。たくさんの魚や貝を

ご用意頂き、子どもたちはそれを真近で眺めたり、

触ったりしました。加工済みの魚を見慣れていた

子どもたちはいつもと違う魚の姿に「こわい！」

と遠巻きになる子や、「すごい！歯がある！」と

口に手を伸ばす子など、様々な反応を見せていま

した。目の前で鮪が下ろされると、子どもたちは

魚が刺身になっていく様子を食い入るように見つ

めていました。昼食は下ろして頂いた魚を手巻き

寿司にして食べました。自分たちで酢飯を盛り、

具材を乗せて手で包むのはなかなか難しいようで

したが、それも含めて楽しそうに食べていました。        

いつもと違う形で食に向き合 

うことができました。 

児童指導員 

石井 結希 

 

 

 

子どもたちが一番楽しみにしていたのは夕食

で、伊豆稲取で水揚げされた金目鯛の煮つけ、伊

豆の食材や旬の食材をふんだんに使用した懐石

料理を堪能しました。 

 今回は、調理に興味を持つ中高生を対象に、職

場見学ということで調理場を見学させていただ

きました。見学した子どもは、実際に調理の現場

を見て刺激を受け、｢私もやってみたい｣と感想を

述べていました。 

 美味しい料理と温泉に癒され、心も体もリフレ

ッシュした子どもたちは、「明日からの学校も頑

張ろう」「また旅館に泊まりたい」と話していま

した。 

 貴重な体験と、子どもたちに大人と同様におも

てなしをしていただいた一燈庵の皆様には、感謝

の気持ちで一杯です。 

     児童指導員 鈴木 一大 

 

 

 

６月８日、伊東市大山にある 

武部さんの畑にて毎年恒例の芋 

の苗付けをさせて頂きました。 

当日は生憎の天気でしたが、畑に着くと雨は上が

り、子どもたちも嬉しそうでした。 

子どもたちは植えつけ方を教えてもらうと苗を

一つ一つ畑に置き、上から優しく土をかけました。

どの子も収穫を期待しながら、真剣に取り組んで

いました。畑では犬や金魚とも触れ合い、自然の

果実も食べ、色々な経験をさせて頂きました。 

午後からはＢＢＱがあり、焼きそばやウインナ

ー、焼き鳥等をお腹いっぱい食べ、その後はお菓

子などのデザートを口いっぱいに頬張る姿もあり

ました。ご飯を食べた後は縄跳びやブーメラン等

で遊び、身も心も充実した一日となり、子どもた 

ちもまた一つ成長をした 

           と感じました。 

児童指導員 

大高 英也 

 

 

 

６月１５日、小学生男子１０名と職員３名で、沼

津方面への外出を実施しました。 

当日はあいにくの雨模様でしたが、子ども達は

車内でも楽しそうに元気よく過ごしていました。 

普段行く事の出来ない大型のおもちゃ屋さんで

この日のために貯めたお小遣いを持って買い物を

満喫したり、お昼の焼肉をお腹いっぱいに食べた

り、それぞれ楽しいひと時を過ごしました。夜に

は伊東市内の入浴施設にも行きました。高学年の

お兄さんたちが、年下の子ども達の手を握り、面

倒を見る姿があり、私の目にはとても頼もしく映

りました。帰りの車中では「またお小遣い貯めな

いと」と話す子どもの姿は、この日の為にお小遣

いを貯めた頑張りと、欲しかった物を手に入れた

喜びに満ちていました。 

 保育士 後藤 圭介 

 

 

 

 ６月８日、静岡済生会病院で行われた福祉のイ

ベント『済生会フェア』に、施設長と職員４名、

高校生２名で参加しました。 

病院ということもあり医療関係のブースが多

い中、当園は子ども向けのパーラービーズ製作を

行い、多くの子ども達が参加してくれました。ミ

ニオンやミッキーマウスなどの人気キャラクタ

ー、ハートや星などのシンプルな形など自由にビ

ーズを並べました。根気のいる作業をどの子も集

中して作り上げ、ペンダントやストラップにして

満足気な笑顔を見せていました。 

初めて参加した高校生も、製作に必要なものを

ブースに来た子たちに渡したり声を掛けたりと、

一生懸命手伝ってくれました。高校生からは「大

変だったけど、子どもたちと関われて楽しかった」

と感想があり、良い体験になったと思います。 

      里親支援専門相談員 

 二階堂 賀子 

 

 

 

 

 

７月７日、小学生女子７名と職員３名で市内に

あるドン・キホーテ、ぐらんぱる公園、伊豆高原

の湯におでかけをしてきました。 

 ドン・キホーテで買い物をし、ぐらんぱる公園

ではアトラクションやアスレチックで遊びまし

た。昼食は園内にあるぐらん亭でＢＢＱをしまし

た。お肉と野菜が山盛りのプレートが出てきまし

たが、そのほとんどを平らげてしまいました。最

後は伊豆高原の湯でまったりタイム。お風呂では

伊豆高原の湯イチ押しの泥パックもみんなでし

ました。お風呂から出た後は湯涼みにアイスを食

べたり、漫画を読んだり、卓球をしたりと思い思

いにまったりタイムを楽しみました。 

保育士 

小倉 千優 

 

 

 

 

５月１８日、熱川にある楠山農園さんへお邪魔

し、いちご狩りをしてきました。天気に心配があ

りましたが、当日は何とか晴れてくれました。 

子どもたち７名と学園を出発すると子どもたち

は車の中で「バケツ一杯食べる！」「ビニールハ

ウス全部食べる！」等、期待に胸を膨らませてい

ました。 

現地に着くといちごの取り方を教えてもらい、

いざビニールハウスへ！そこには沢山のいちご

がありました。子どもたちは目を輝かせてカップ

いっぱいにいちごを採りました。『いちごだけで

お腹いっぱいになったの初めて！』と口を揃えて

楽しそうに話し、笑顔いっぱいのいちご狩りにな

りました。良い思い出になったと感じました。 

 児童指導員  

大高 英也 

 


